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サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場 

ISO14068-1 カーボンニュートラリティレポート 

2025 年 6 月 

サントリープロダクツ株式会社 

 

第 1 期 2024 年 1 月 1 日～2024 年 12 月 31 日 

 

これは、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場がカーボンニュートラルを達成し、 ISO14068-1:2023

に沿ってカーボンニュートラルを目指すことを証明する Carbon Neutrality Report です。 
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「サントリープロダクツ株式会社サントリー天然水北アルプス信濃の森工場 カーボンニュートラリティレポート」 

 

本カーボンニュートラリティレポートは、サントリープロダクツ株式会社サントリー天然水北アルプス信濃の森工場が、ISO14068-

1:2023 に基づき、2024 会計年（2024 年 1 月 1 日～2024 年 12 月 31 日）において、カーボンニュートラルを達成して

いることを示す文書です。 

・ 当工場のカーボンニュートラルに関するすべての必要な情報が含まれており、サントリーグループのウェブサイトにて公開します。 

・ 本書に掲載した情報は、独立した第三者機関である BSI グループジャパン株式会社により検証され、カーボンニュートラルへ

の取組みと達成宣言が ISO14068-1 の要求事項に基づき適切に報告されていることを確認しています。記述の妥当性に影響

する何らかの情報が得られた場合、予告なく更新される場合があります。 

     ※BSI グループジャパン株式会社からの保証書は、本報告書の付録 C に掲載されています。 

 

サントリーグループは 1899 年に鳥井信治郎が鳥井商店を開業し、ぶどう酒の製造販売を始めたのがはじまりです。純粋持株会

社制を導入しており、サントリーグループ全体の経営戦略の策定・推進及びコーポレート機能を果たすサントリーホールディングス

株式会社のもと、飲料・食品および酒類の製造・販売、更に健康食品や花、外食などその他の事業活動を行っています。サント

リーグループの連結従業員数は 41,511 人（2024 年 12 月 31 日現在）で、2024 年の売上収益は 3 兆 0,797 億円億

円（酒税控除後）です。サントリーグループの事業は、以下の通りです。 

 ・飲料事業：サントリー食品インターナショナル(株)及びその子会社が、日本・欧州・アジア・オセアニア・米国等のエリアで清涼

飲料の製造・販売を行っています。2024 年の、同事業の売上収益が全体に占める割合は、55％（１兆 6,887 億円）で

す。 

・酒類事業：Suntory Global Spirits Inc.及びその子会社が米国をはじめとする様々なエリアで製造販売を行い、その

他、サントリー（株）が酒類の製造・販売を行っています。2024 年の、同事業の売上収益が全体に占める割合は、34％（１

兆 0,557 億円）です。 

・その他事業：サントリーウエルネス（株）が健康補助食品等の製造・販売、サントリーフラワーズ（株）が花苗・切り花の生

産・販売など、2024 年の同事業の売上収益が全体に占める割合は、11％（3,553 億円）です。 

サントリーグループは、「人と自然と響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間の生命（いのち）の輝き』をめざす」という企業理

念を掲げ、創業以来脈々と受け継がれている「やってみなはれ」と「利益三分主義」のもと、「Growing for Good」として最高の

品質をめざした商品やサービスをお届けし、世界の生活文化の発展に貢献しています。また、「サントリーサステナビリティビジョン」の

もと 7 つの重要テーマを掲げサステナビリティ課題に取り組んでいます。特に「水」「CO2」「プラスチック」に関しては、それぞれに 30

年目標を掲げ、様々な施策を展開しています。 

 

今回の ISO14068-1:2023 の対象となるサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の概要は以下の通り

です。 

 

サントリープロダクツ（株）はサントリー食品インターナショナル（株）の子会社であり、サントリー食品インターナショナル株式会社

のバリューチェーン上の中で、サントリープロダクツ株式会社はサントリー食品インターナショナル株式会社の製造を担う機能会社と

して位置づけられております。日本全国に 10 工場を展開する年間 3 億 1 千万ケースの生産量を誇る、国内最大級の清涼飲
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料水製造会社です。 

 

工場名：サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場 

取得面積：約 41 万㎡ 

建築面積：27,927 ㎡ ※延べ床面積 42,305 ㎡ 

着工：2019 年 9 月 

稼働：2021 年 5 月 31 日 

生産能力 3,300 万 c/s/年 

従業員数：80 名 （2024 年 12 月時点） 
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1. はじめに 

本書は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場が、2024 年において、同工場の直接操業から生じるカ

テゴリー1（直接 GHG 排出。GHG プロトコルのスコープ 1 に相当）およびカテゴリー2（エネルギー間接 GHG 排出。GHG プロ

トコルのスコープ 2 に相当）の排出量について、カーボンニュートラルを達成したことを表明するカーボンニュートラリティレポートで

す。同工場は、ISO14068-1:2023 に基づき、カテゴリー1 およびカテゴリー2 のカーボンフットプリントを定量化しています。カテ

ゴリー3～6（GHG プロトコルのスコープ 3 に相当）の排出量は、サントリーグループとして取り組んでいるため、このサイトでのカー

ボンニュートラルへの取組みと達成には含まれていません。カテゴリー3～6 排出量の目標は、2030 年までにバリューチェーン全体

で排出量を 2019 年から 30％削減するというサントリーグループ全体のコミットメント（SBTi 認定を受けたサントリー環境目標

2030）によってカバーされています。サントリーグループは、再生可能エネルギーの導入・利用、循環型製品の設計、再生可能

農業などについてサプライヤー様と提携し、2030 年までにバリューチェーンの炭素排出量を 3 割削減し、ネットゼロ炭素排出量へ

の移行を支援することを目指しています。 

 

同工場は、ISO14068-1 に基づき、カテゴリー1 およびカテゴリー2 の排出量についてカーボンニュートラルへの取組みを実証する

ためのカーボンマネジメント計画を策定しています。表 1 は、カーボンニュートラル達成の宣言を裏付けるものとして ISO14068-1

が要求する情報を文書化したものです。 

 

表 1.ISO14068-1 カーボンニュートラリティレポート 情報概要 

ISO14068-1 の宣言を行う事業者 サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信

濃の森工場 

宣言の立証に必要なデータの評価と提供（宣

言の作成、立証、伝達、維持を含む）に責任を

持つ個人 

サントリーホールディングス株式会社 

サステナビリティ経営推進本部 

副本部長 加堂 立樹 

ISO14068-1 の対象 サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信

濃の森工場操業時のカテゴリー1 および 2 の排出

量。詳細は"2.達成可能な範囲"を参照してくださ

い。 

対象の機能 清涼飲料水の製造。ブランド体験。 

対象が機能を発揮するために必要な活動 原水の揚水・処理、充填・包装、排水、オフィス 

対象の識別 敷地図及び製造工程 

フットプリント算出の方法 カテゴリー1（直接 GHG 排出量）は、現場でのエ

ネルギー消費を対象としています。スコープ 2（エネ

ルギー間接 GHG 排出量）は、購入した電力およ

び蒸気からの排出で、ローカルおよびマーケットベー

スの排出を報告しています。 

実施された適合性評価の種類 ISO14068-1:2023（独立した第三者機関に

よる検証-コミットメントと達成の統一検証） 
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I3P3 

検証機関名：BSI グル－プジャパン株式会社 

ISO14068-1 のベースライン日 2022 年 1 月 1 日 

達成期間 2024 年（2024 年 1 月 1 日～2024 年 12

月 31 日） 

コミットメント期間 2025 年（2025 年 1 月 1 日～2025 年 12

月 31 日） 

2. 達成可能な範囲 

カーボンニュートラルの達成は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場が管理し、この施設の設計と操業

を通じて直接影響を与えることができる排出を対象とし、具体的にはサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工

場の操業から発生するカテゴリー1 およびカテゴリー2 排出を対象としています。以下の表 2 にその詳細を示します。またサントリー

グループ内での業務分掌が変更された場合には当「達成可能な範囲」も見直すこととします。 

 

表 2：当カーボンニュートラル検証における対象カテゴリー 

ISO14064-1 のカテゴリー GHG プロトコルのスコープ 

サントリープロダクツ株式会社天然水

北アルプス信濃の森工場が管理し、

この施設の設計と操業を通じて直接

影響を与えることができる排出 

サントリーグルー

プが影響を与

えることができる

排出 

サントリーグループ

では影響を与える

ことができない排出 

直接 GHG 排

出 

カテゴリー

1：組織の

活動による

直接的な

GHG 排出 

スコープ 1: 直接排出 〇     

間接 GHG 排

出 

カテゴリー

2：他社か

ら供給され

たエネルギ

ーの使用に

伴う間接排

出 

スコープ 2: 間接排出

（購入した電力、熱、蒸

気の使用による） 

〇     

カテゴリー3: 

他社の活

動による間

接排出 

スコープ 3 カテゴリー1: 

購入した製品・サービス 
  〇   

スコープ 3 カテゴリー2: 

資本財 
  〇   



 

p. 8 

 

スコープ 3 カテゴリー3: 

燃料およびエネルギー関

連活動 

    〇 

スコープ 3 カテゴリー4: 

上流の輸送および配送 
  〇   

スコープ 3 カテゴリー5: 

廃棄物の処理 
    〇 

スコープ 3 カテゴリー6: 

出張 
    〇 

スコープ 3 カテゴリー7: 

従業員の通勤 
    〇 

スコープ 3 カテゴリー8: リ

ース資産（上流） 
  〇   

カテゴリー4: 

他社の活

動による間

接排出 

スコープ 3 カテゴリー9: 

輸送および配送（下

流） 

  - 〇 

スコープ 3 カテゴリー10: 

販売した製品の加工 
対象外  対象外 対象外   

スコープ 3 カテゴリー11: 

販売した製品の使用 
対象外  対象外 対象外 

スコープ 3 カテゴリー12: 

販売した製品の廃棄 
  〇   

スコープ 3 カテゴリー13: 

リース資産（下流） 
  - 〇 

カテゴリー5: 

他社の活

動による間

接排出 

スコープ 3 カテゴリー14: 

フランチャイズ 
  - 〇  

カテゴリー6: 

他社の活

動による間

接排出 

スコープ 3 カテゴリー15: 

投資 
対象外  対象外  対象外  

 

この対象範囲の詳細として以下にプロセスフロー（図 1）と敷地境界図（図 2）を示します。 
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図 1.プロセスフロー（破線内が対象範囲） 

図 2.敷地境界図（赤線内が対象範囲）
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サントリーグループは現在、事業や目標に関連し、信頼できる情報がある活動については報告・会計処理を行っています。カテゴリ

ー3～6 排出量は、企業グループレベルで対処されているため、カーボンニュートラルに対するこのサイト固有のコミットメントには含

まれていません。カテゴリー3～6 排出量の目標は、2030 年までにバリューチェーン全体で排出量を 2019 年から 30％削減す

るという企業のコミットメント（SBTi 認定を受けたサントリー環境目標 2030）によってカバーされています。サントリーグループは、

2030 年までにバリューチェーンの炭素排出量を 3 割削減させ、ネットゼロ炭素排出量への移行を支援するため、再生可能エネ

ルギーの導入・利用、循環型製品の設計、再生可能農業などを含む多くの機会でサプライヤーと提携する予定です。 

 

3. カーボンフットプリント 

3.1 ベースライン 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場のベースライン 2022 年排出量を算出し、付録 A に記載しまし

た。 

 

3.2 達成期間 

サントリープロダクツ株式会社サントリー天然水北アルプス信濃の森工場の 2024 年排出量を算出し、付録 A に記載しました。 

 

3.3 メソドロジー 

以下の基準を用いています。 

ISO 14064-1:2018 

(GHG プロトコル)  

Corporate Accounting and Reporting Standard 

Scope 2 Guidance  

Corporate Value Chain (Scope 3) Accounting and Reporting Standard  

Scope 3 Calculation Guidance  

(Science Based Target initiative)  

Criteria and Recommendations" 

 

蒸気： 

投入する燃料についての省エネ法（エネルギーの使用の合理化等に関する法律、以下同じ）、温対法（地球温暖化対策の

推進に関する法律、以下同じ）で定められた係数。燃料の購買量は供給会社からの請求書によって把握しています。 

 

CO2 以外の GHG： 

温対法（地球温暖化対策の推進に関する法律、以下同じ）で定められた係数。 

 

なお、電力はすべて再生可能エネルギー由来であるため、GHG は発生しません。 

※契約書またはエネルギー属性証明書を裏付ける証拠が維持され、毎年更新されています。すべての契約書またはエネルギー

属性証明書は、ISO-14068-1 附属書 B の B.4 マーケット基準アプローチに詳述されている品質基準を満たしています。 
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社内基準や慣行に加え、サントリーグループでは、毎年報告される環境データについて、外部の独立した第三者監査人による限

定保証プログラムを実施しています。 

 

3.4 排出削減・除去・オフセット戦略 

3.4.1 排出削減戦略 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場では、カテゴリー1 と市場からのカテゴリー2 の炭素排出量を削減

することに重点を置いており、再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来

電力の調達などを実施しています（図 3 参照）。また事業所における電力購入量、LNG 購入量から炭素排出量を毎月測定

しています。カテゴリー3～6 のバリューチェーン排出量は全社レベルで削減する機会を特定する予定です。 

 

図 3.CO2 排出量ゼロ工場のエネルギー供給スキーム 

 

 

3.4.1.1 カテゴリー1・２ 

サントリーグループは、すべての事業所でエネルギーパフォーマンスの最適化を優先し、第一に全体的なエネルギー需要の削減を

図ります。そして、カテゴリー1 と 2 の排出の主要な炭素削減戦略は、再生可能エネルギーの使用によって達成され、エネルギー

属性証明書の使用よりも、直接的な炭素削減オプションに強く焦点を合わせています。 

 

3.4.1.2 カテゴリー3～6 

サントリープロダクツ株式会社として、ISO 14068-1 の検証においてカーボンニュートラルを目指す過程で、カテゴリー3～6(そ

の他の間接 GHG 排出。GHG プロトコルの Scope3 に相当)の排出を現在の段階で除外しております。その理由を以下に示し

ます。サントリー食品インターナショナル株式会社のバリューチェーン上の中で、サントリープロダクツ株式会社はサントリー食品インタ

ーナショナル株式会社の製造を担う機能会社として位置づけられております。当グループの「その他の間接 GHG 排出」は当社が

独自に決定権を持たない領域も多く（表 1 参照）、例えばカテゴリー3 として計上される原料や包材はサントリー食品インター

ナショナル株式会社から支給されており、当社にはその選択に対する決定権がありません。またカテゴリー6 に該当する調達物流

および得意先配送についてもサントリーホールディングス株式会社やサントリーロジスティクス株式会社が担っており、この領域につ

いても当社独自の決定権がないため、直接的に管理することができません。加えて、天然水北アルプス信濃の森工場では既にカ
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テゴリー1 およびカテゴリー2 の排出量について厳格な抑制策を導入しており、LNG および木質チップをエネルギー源として活用し

ているので、カテゴリー1、2 に含まれない燃料及びエネルギー関連活動についてもさらなるエネルギー源の選択可能性は極めて限

られています。さらには、出張や通勤も当該工場でのコントロールは実質的に困難であり、公共交通機関や入手可能なエネルギ

ー源の脱炭素化を待つ立場です。この背景に加えて、不確実なデータや計測の複雑さのため、「その他の間接 GHG 排出」量の

正確な計測は困難であり、サプライヤーからの情報は取得が難航する場合があります。そのため、サントリープロダクツ株式会社は

この段階で「その他の間接 GHG 排出」出を独自に管理することが実質的に難しく、サントリー食品インターナショナルグループある

いはサントリーホールディングスグループレベルで脱炭素化の戦略的議論において重要な役割を果たしている専門部署での管理お

よび効果的な削減策の策定が最も効果的と判断しています。 

これらの要因を勘案し、現段階では「その他の間接 GHG 排出」を除外する戦略的な判断をしておりますが、サントリーホールディ

ングスグループでは、再生可能エネルギーの導入、循環型製品の設計、そして再生可能農業を通じて、2030 年までにバリューチ

ェーンの炭素排出量を 2019 年比で 3 割削減するサントリー環境目標 2030(*1)を策定し、ネットゼロ炭素排出量への移行

を支援するために、サプライヤーと提携を進めています。そして、世界中のソフトドリンク工場、ウイスキー蒸溜所、ブルワリー、ワイナ

リーなどでより包括的な「その他の間接 GHG 排出」の排出削減を推進してまいります。サントリーグループ全体での 2050 年ネッ

トゼロに向けたロードマップは下図（図 4）をご参照ください。 

*1: 「サントリー環境目標 2030」は SBT（Science Based Targets）イニシアチブの認証を得ています。 

 

図 4 サントリーグループ ネットゼロに向けたロードマップ 

 

 

3.4.2 除去戦略 

 2050 年の長期目標であるネットゼロ達成に向けて、除去施策も導入を検討する予定です。先端技術である CO2 を直接空

気中から回収する「ダイレクト・エア・キャプチャー（DAC）」などが検討の対象です。また FLAG ガイダンスの動向に着目し、除去
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として認められるようであれば、工場敷地内外での植林などにも取り組んでいく予定です。 

 

3.4.3 オフセット戦略 

上述の排出削減・除去戦略で対応できなかった残余(residue)の炭素排出量のみをカーボンクレジットを使用して相殺しま

す。 

4. その他 

4.1 文書及び記録の管理ルール 

カーボンニュートラルに関する文書の管理は以下のように定めます。 

・管理方法 

活動量の取得等に用いる証憑類（契約書、見積書、請求書等）は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃

の森工場総務部門及び工務部門において管理します。 

・保管期間 

法により 6 年以上の保管年限の定めのあるときは、それに従います。法による保管年限が 6 年未満のものについては 3 年間

保管します。また、その他の主要な文書については、サントリーホールディングス株式会社サステナビリティ経営推進本部が文書

ごとに保管期間を定めます。 

・廃棄 

保管期間を満了した文書は、サントリーホールディングス株式会社サステナビリティ経営推進本部の承認を得て廃棄します。 
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付録 A.カーボン・フットプリント 

A.1 メソドロジー 

以下の基準を用いています。 

ISO 14064-1:2018 

(GHG プロトコル)  

Corporate Accounting and Reporting Standard 

Scope 2 Guidance  

Corporate Value Chain (Scope 3) Accounting and Reporting Standard  

Scope 3 Calculation Guidance  

(Science Based Target initiative)  

Criteria and Recommendations" 

 

蒸気： 

投入する燃料についての省エネ法（エネルギーの使用の合理化等に関する法律、以下同じ）、温対法（地球温暖化対策

の推進に関する法律、以下同じ）で定められた係数。燃料の購買量は燃料供給会社からの請求書によって把握しています。 

CO2 以外の GHG： 

温対法で定められた係数 

なお、電力はすべて再生可能エネルギー由来であるため、GHG は発生しません。 

※契約書またはエネルギー属性証明書を裏付ける証拠が維持され、毎年更新されています。すべての契約書またはエネルギー

属性証明書は、ISO-14068-1 附属書 B の B.4 マーケット基準アプローチに詳述されている品質基準を満たしています。 

社内基準や慣行に加え、サントリーグループでは、毎年報告される環境データについて、外部の独立した第三者監査人による限

定保証プログラムを実施しています。 

 

A.2 ベースラインとコミット対象期間 

LNG が LNG サテライトから貫流ボイラに送られ、貫流ボイラにて蒸気が生成され、製品滅菌・製品充填で使用されます。ボイラ

ーでの LNG 使用量削減（=木質チップ使用量増）によって CO2 排出は抑制される見込みです。尚、電力は太陽光発電

(PPA)および再生エネルギー由来電力購入および 100%のため CO2 は発生しません。 

 

表 A-1 ベースラインとコミット対象期間の年間炭素排出量および差異・増減率 

燃料 2022 年実績 

(t-CO2e) 

2023 年実績 

(t-CO2e) 

2024 年実績 

(t-CO2e) 

増減量 

(t-CO2e) 

増減率 2025 年見込 

(t-CO2e) 

ＬＮＧ(*3) 1,385 1,165 1,677 292 28% 1,565 

ガソリン(*2) 0 2 1 ▲1 ∞ 1 

木質チップ(*3) 0 12 14 14 ∞ 18 

エネルギー由来 GHG 1,385 1,178 1,693(*4) 308 22% 1,584 

潤滑油等の使用(*2) 0 0 0 0 ∞ 0 
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CH4(*2) 0 0 0 0 ∞ 0 

N2O(*2) 0 0 0 0 ∞ 0 

HFCs(*2) 0 0 43 43 ∞ 0 

SF6(*2) 0 89 89 89 ∞ 0 

GHG 計 1,385 1,268 1,826 441 32% 1,584 

購入したオフセット 1,385 1,141 1,826 441 28% 1,584 

ネットオフセット合計 0 127 0 0 - 0 

製造数量(kl) 172,020 194,349 228,557 56,537 33% 305,000 

エネルギー由来 GHG 原単

位(t-CO2e/kl) 

0.0081 0.0061 0.0074 ▲0.0006 ▲8% 0.0052 

総 GHG 原単位(t-

CO2e/kl) 

0.0081 0.0065 0.0080 ▲0.0001 -1% 0.0052 

*2:今回（2024 年度）よりオフセット対象 

*3:温対法改正により 2023 年度より 6.5 ガス相当分を追加 

*4:第 2 ライン増設により増加 

 

A.3 カテゴリー1 排出量 

社用車のガソリン消費により GHG が発生します。その他、冷媒の封入・漏洩によるフロン類(HFCs)、絶縁機器への封入・漏洩

による SF6 が少量ながら発生します。潤滑油等の使用や排水処理によっても軽微ながら GHG が発生します。 

 

表 A-2 2024 年の移動燃焼による年間炭素排出量の実績値 

蒸気生成用燃料 購買量 単位発熱量 発熱量 排出係数 排出量 

ガソリン 1kl 33.4 GJ/kl 19GJ 0.0187 tC/GJ 1t-CO2e 

 

A.4 カテゴリー2 蒸気による排出量 

LNG が LNG サテライトから貫流ボイラに送られ、貫流ボイラにて蒸気が生成され、製品滅菌・製品充填で使用されます。またバ

イオマスボイラにて木質チップにより蒸気を生成し、製品滅菌・製品充填で使用されます。 

 

表 A-3 2024 年の定置燃焼による年間炭素排出量の実績値 

蒸気生成用燃料 購買量 単位発熱量 発熱量 排出係数 排出量 

ＬＮＧ 601 

metric ton 

54.7 GJ/metric 

ton 

32,868GJ 2.79102326 

tCO2e/metric 

ton 

1,677 t-CO2e 

木質チップ 1,005metric ton 16.52GJ/ton 16,604GJ 0.01440544 

tCO2e/metric 

ton 

14t-CO2e 
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A.5 カテゴリー2 電気の排出量 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の電力消費量は、2024 年は 12,921 MWh でした。サントリー

プロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場のカテゴリー2 排出量削減戦略は、太陽光発電(PPA)および中部電力社

との再生可能エネルギー契約（2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日までならびに 2024 年 4 月 1 日から 2025 年

3 月 31 日の 100％の定期契約）により達成されています。マーケットベースのカテゴリー会計では、再生可能エネルギーはゼロ

炭素エネルギーであるため、排出係数は 0t-CO2e/kWh です。2025 年の電力消費についても引き続き太陽光発電(PPA)

および再生可能エネルギー契約により GHG 排出ゼロを達成する計画です。 

 

表 A-4 2024 年の購買電力による年間炭素排出量の実績値 

電力種別 購買量 

(MWh) 

ロケーションベース マーケットベース 

排出係数(tCO2/MWh) 排出量（ｔ

CO2） 

排出係数

(tCO2/MWh) 

排出量（ｔ

CO2） 

太陽光発電(PPA) 1,157 0 0 0 0 

再生可能エネルギー電力

購入契約 

11,765 0.423 5,016 0 0 

 

A.6 除外 

以下の表 A-5 に示すものを除外します。 

 

表 A-5 除外対象 GHG 

GHG の説明 除外の正当性 

パーフルオロカーボン(PFCｓ) 使用していません 

三フッ化窒素(NF3) 使用していません 

 

A.7 カーボンオフセット 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場は、カテゴリー1 ならびに 2 の残留排出量を補償し、カーボンニュー

トラルを達成するためにカーボンクレジットを購入しています。ISO14068-1 では、これらのカーボンクレジットは、Gold Standard

や Verified Carbon Standard（VCS）など、指定され監査されたソースからのものでなければならず、ダブルカウントが発生し

ないこと、プロジェクトが積極的に炭素排出を除去していることを保証しています。2024 年は、表 A-1 に示すように、当該工場の

敷地内で発生する GHG を 100％カバーするカーボンオフセットを購入しました。尚、当該カーボンクレジットのオフセットの方法論

は ACM0002 を用いており、またヴィンテージが 2019 年のものを採用しているので相当調整はされていません。詳しくは「付録

D-カーボンオフセット証明書エビデンス」および Verra のホームページ（※）をご覧ください。 

※ Verra Registry、Verra Search Page 

 

https://registry.verra.org/myModule/rpt/myrpt.asp?r=206&h=269975
https://registry.verra.org/app/projectDetail/VCS/1771
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付録 B．カーボンニュートラリティマネジメント計画 

B.1 はじめに 

このカーボンニュートラリティマネジメント計画（CMP）の目的は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場

のカーボンニュートラル達成を明確に定義し、カテゴリー1 および 2 の GHG 排出量を削減し、カーボンニュートラル認証を得るため

に、炭素排出量をどのように監視・管理するかを文書化することです。 

 

達成宣言は以下の通りです： 

 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場において、サイト運営から排出されるすべてのカテゴリー1 および 2

のカーボンニュートラルが、ISO-14068 に基づき、2024 年の期間においてサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃

の森工場によって達成されました。" 

 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場は、敷地内のエネルギー効率を継続的に改善し、化石燃料では

なく再生可能エネルギーやバイオ燃料を利用することで、操業時の GHG 排出量を削減し、工場敷地内で発生する残存排出量

を ISO14068-1 に準拠した高品質のオフセットで相殺することを約束します。サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信

濃の森工場はカーボンニュートラルを達成し、2024 年の ISO14068-1 による検証を受けました。 

 

本 CMP と関連する書類は、環境管理責任者が少なくとも年 1 回見直し、更新し、必要に応じて現場の業務チーム、技術管

理責任者、サントリーホールディングス株式会社サステナビリティ経営推進本部から情報を得ます。この見直しと更新は、以下の

場合に行われます。 

 

－ 法律やメソドロジーの変更がある 

－ 改訂の必要性を示す新しい科学的情報がある 

－ 技術的、経済的又は社会的状況の変化がある 

－ 対象に対する著しい変化がある 

－ サントリーグループおよびサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場で起きた(再編成，吸収合併/買

収，売却又は閉鎖などによる) カーボンニュートラリティマネジメント計画に影響を与える著しい変化； 

－ 是正処置の結果として 

－ カーボンニュートラリティ計画に影響を与えるベースラインの再計算を必要とする状況が発生する、など 

 

また、計画の改訂では，カーボンニュートラリティに対する最初のコミットメント以後の目標，方法論及び対象の境界に対する過

去の全ての変更も特定します。 

 

尚、本 CMP の修正は、環境管理者が行い、 CMP の修正版は、正式な承認のために関連する関係者に提供されます。 
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B.2 ターゲット 

▼業界トップクラスの環境配慮型工場 

サントリーグループは、水や農作物など自然の恵みに支えられた食品酒類総合企業として、「水と生きる」をコーポレートメッセー

ジ、「人と自然と響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間の生命（いのち）の輝き』をめざす。人と自然と響きあう」をわたした

ちの目的に掲げています。その企業理念のもと、同工場は、業界トップクラスの省資源・省エネルギーを追求し、循環型かつ脱炭

素社会の実現に貢献していきます。 

 

〈環境配慮の取り組みについて〉 

●CO2 排出量の削減について 

再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来電力の調達などにより、当社で

初めて、“CO2 排出量ゼロ工場※1”を実現します。 

 

※1 省エネ推進や再生可能エネルギー導入、化石燃料由来 CO2 の排出をオフセットするクレジットの活用などにより、製造工

程における CO2 排出量を実質的にゼロとする工場 

 

●水の再利用・節水について 

サントリーグループでは、できる限り使う水を少なくする（Reduce）、繰り返し使う（Reuse）、処理をして再生利用する

（Recycle）、「水の 3R」を徹底しています。同工場では、可能な限り水の使用量を少なくした製造プロセスの設計、水のカス

ケード（多段階）利用※2 といった高度な循環再利用などにより、製品 1kl を製造するために使う水の量の少なさ（水使用原

単位）で業界トップレベルを目指します。 

 

※2 製造工程で使用する水を冷却水や洗浄水など 4 つのグレード（清浄度）に分類し、高いグレードが要求される用途から

次のグレードでまかなえる用途へ段階的に再利用を図る技術です。 

 

●地域・自然との共生について 

長野県大町市において、同工場の水源涵養エリア約 441 ヘクタールの森林を、「サントリー 天然水の森 北アルプス」として、水

を育む森林の整備・保全を進めていきます。また、地下水の啓発等“水”に関する取り組みを積極的に推進している大町市、大

町市教育委員会と連携し、同市ならではのプログラムでサントリー次世代環境教育「水育(みずいく)」を実施します。 

 

B.3 カテゴリー1 および 2 GHG エミッション 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場での主な GHG の発生源は製品滅菌、充填時の熱処理に使用

するために蒸気を生成するボイラーに使用する LNG および木質チップです。また社用車でのガソリン消費や冷媒の封入・漏洩に

よるフロン類(HFCs)、絶縁機器への封入・漏洩による SF6 が少量ながら発生することがあります。潤滑油等の使用や排水処理

によっても軽微ながら GHG が発生します。 

電力については 100%再エネルギー由来のものを採用しているので CO2 は発生しません。  
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B.4 エミッション・リダクション・ストラテジー 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場では、サイトからのカテゴリー1 と市場からのカテゴリー2 の炭素排

出量を削減することに重点を置いており、再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネ

ルギー由来電力の調達などを実施しています。ISO14001 に則って環境目標を毎年立案し、事業所における電力購入量、

LNG 購入量、ガソリン購入量から炭素排出量を毎月測定し、月次環境保全委員会にて削減計画の進捗をモニタリングし、必

要に応じて削減計画を見直します。また残った炭素排出量をカーボンクレジットを使用して相殺します。カテゴリー3～6 のバリュー

チェーン排出量は全社レベルで削減する機会を特定する予定です。当工場では SBTi 認定を受けたサントリー環境目標 2030

ならびにサントリー環境ビジョン 2050 に沿った形でカーボンニュートラル達成のための Pathway を策定しており以下の図 B-1 に

図示します。 

 

※2019 年は工場稼働前のため、 GHG削減施策を行わなかった場合として算出 

※2024年からＢライン稼働開始に伴い、前年と比較しＧＨＧ排出量増加 

 

B.4.1 エネルギー削減 

生産活動の条件を見直し、エネルギーの無駄を削減します。 

 

B.4.2 排出削減 

再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来電力の調達などを行います。ま

たボイラーの熱源を LNG から木質チップにシフトすることを検討していきます。 

 

B.4.3  今後の削減計画 

サントリーグループは、2021 年から 2030 年までに脱炭素を促進する 1,000 億円規模の投資を実施する予定です。これによ

図 B-1 
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り、2030 年に想定される GHG 排出量を、約 100 万 t 削減できる見込みです。 

サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場はエネルギー消費を削減し、残留排出量をさらに削減するための

新たな機会を引き続き見極めていく予定です。資源効率を高め、責任を持って再生可能エネルギーを使用することが重要である

ため、将来的には、すでに再生可能エネルギーを使用しているプロセスを改善することも視野に入れています。2030 年の中期目

標に向けては、バイオマスボイラーの燃焼効率最適化を行い、バイオマスボイラーの使用割合を増加させることで目標を達成させる

計画でおります。また 2050 年のカーボンニュートラル達成に向けてグリーン水素ボイラーの導入等を検討いたします。 

 

B.4.4  環境と社会への 悪影響を回避するためのセーフガード案 

 2030 年の中期目標を達成するための方策として、バイオマスボイラーの使用増加を計画しており、木質チップの使用量増加が

想定されます。木質チップは周辺地域の木材を使用していますが、使用量が増えることで伐採する量が増えることが懸念されま

す。対策として、他工場の廃棄物の燃料化（廃樽等）、近隣農家から排出される廃棄物の燃料化（もみ殻等）、地元企業

の廃棄物の燃料化（ギター廃材等）の運用開始に向けて検討、試験を行っています。  

 

B.5    除去戦略 

2050 年の長期目標であるネットゼロ達成に向けて、除去施策も導入を検討する予定です。先端技術である CO2 を直接空気

中から回収する「ダイレクト・エア・キャプチャー（DAC）」などが検討の対象です。また FLAG ガイダンスの動向に着目し、除去と

して認められるようであれば、工場敷地内外での植林などにも取り組んでいく予定です。 

 

B.6    排出権補償戦略 

カーボンニュートラルを達成・維持するためのサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の戦略は、サイトから

のカテゴリー1 および市場ベースのカテゴリー2 の炭素排出量を検証し、必要な量のカーボンオフセットクレジットを調達することで、

残余の炭素排出量を削減します。 

 

B.7    カーボンニュートラリティマネジメント計画の野心度の評価 

サントリーグループは、2050 年までにバリューチェーン全体で温室効果ガス（GHG）排出の実質ゼロを目指し、2030 年までに

Scope1 ならびに Scope2 の GHG 排出量を 50％削減するという目標を掲げています。サントリープロダクツ株式会社天然水

北アルプス信濃の森工場ではこれに沿う形でカーボンマネージメント計画を策定しており、その野心度は以下の 4 点により評価し

ています。 

 

1. 世界および日本の気候政策目標と密接に関連した長期的且つ具体的なビジョンと目標設定: 世界各国は、2015 年に

採択されたパリ協定に基づき、地球温暖化を産業革命前からの気温上昇を 2℃未満、できれば 1.5℃未満に抑えることを目指

しています。この目標を達成するために、各国は温室効果ガス（GHG）排出削減目標を設定し、実行しています。サントリーグ

ループおよびサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の目標は、この国際的な目標と一致しており、2050

年までの実質ゼロを目指す長期的なビジョンを持っています。また日本政府は、2021 年に地球温暖化対策計画を改定し、

2030 年度までに 2013 年度比で GHG 排出量を 46％削減する目標を掲げています。さらに、2050 年までにカーボンニュート

ラルを達成することを目指しています。また日本は、国連気候変動枠組条約（UNFCCC）に基づき、2030 年度までの GHG

削減目標を設定し、国際社会に提出しています。サントリーグループならびにサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信
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濃の森工場の GHG 削減目標は、この国内目標と整合しており、企業としての具体的な取り組みを通じて日本の気候政策に貢

献しています。サントリーグループならびにサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の GHG 削減目標は、こ

れらの国際的および国内的な気候政策目標と一致しており、持続可能な社会の実現に向けた強いコミットメントを示しています。 

2.科学的根拠に基づく目標設定: サントリーホールディングス（株）とサントリー食品インターナショナル（株）は、サントリーグ

ループが「環境目標 2030」で掲げる温室効果ガス（以下 GHG）排出削減目標について、SBT（Science Based 

Targets）イニシアチブによる「1.5℃目標」の認定を取得しています。これは科学的根拠に基づいた信頼性の高い目標設定で

あることを示しています。 

3.具体的な削減施策の実施: サントリーグループおよびサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場は、木

質チップや植物性残渣を利用したバイオマスボイラーの導入や日本・米州・欧州全ての自社生産研究拠点における購入電力を

2023 年頭から 100％再生可能エネルギー化するなど、具体的な削減施策を実施・検討しています。これはサントリーグループ

の取組みが実効性のある取り組みであることを示しています。また工場敷地内でのグリーン水素製造施設の建設など次世代イン

フラの利活用においても積極的に取り組んでいます。 

4.ステークホルダーとの協働: サントリーグループは、バリューチェーン全体での脱炭素化を目指し、サプライヤー様やお客様など

様々なステークホルダーと連携しています。これは広範な協力体制を築いていることを表します。 

 

以上の点から、サントリーグループおよびサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の GHG 削減目標は、他

の先進的な企業と比較しても非常に野心的であり、持続可能な社会の実現に向けた強いコミットメントを示していると評価してお

ります。 
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付録 C．3rd  パーティーアシュアランスレター 
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付録 D．カーボンオフセット証明書エビデンス

 

 ・カーボンクレジットが生成された年(ヴィンテージ)の終了日：2019 年 11 月 30 日 

 ・無効化年月日：2025 年 2 月 4 日 

ご参考）Verra Registry  

 

https://registry.verra.org/myModule/rpt/myrpt.asp?r=206&h=269975

